
と与量∋
　まちのうごき

人　口5，792人．△31

　男　　2，760人：こ7．

　女3，032人〔一4．

世帯数し719戸｛士0．

　・F成1年7111日現で｛

　　　　は七捕i∫月比

、

解
藩

　　　　　　建
酢、遷・・

3

　　瓢
　　　蟻￥

煮藁、ﾃ

墾

、d幽』

平成4年

盆▼
蕊

華福瀞おとずれる
　　　日岡・舗愛

8

　ゼ

帆　・轟1

　　　　　　　　　　サルビアの花ことば

　小野田から鶴野内にかかる途申の国道32ア号線沿いにある

花壇では、「草花会」の会員によるサルビアの苗／00本の櫃

え着けが行なわれました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（6ベージ関連記事）

いま蒔かむ　ものはと問ひて買ひて来し

　　　　二十日大根の種をこそ蒔け
牧　水
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こ“
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懇
灘
蕪
応
仁
鐡
難

保険税率決まる平成4年度
割5．44％、資産割34．00％、均等割2万2314円、

割2万0842円に

得
等

所
平

税　　　　率
区　分 説　　　　明

4年度 3年度

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　5．44　　…　　5．92

1①所得割…謹習轟営の所得に…
100　　　　100

　　　1R4．00 34．71

②三皇繍醗潔贈 100 100

　　　　　　　　　　　　　　　　　1B均等割麟鴛乱数に応じて言＋…22・314円

…

21，709円

④平等害ljレ蹄・・くらと計算さオ・る：・・，842円　　　　　1

121，184円

　工＋②＋③＋＠＝1年間の保険税
ただし、合計金額が46万円をこえるときは46万円になります。

　
七
1
一
の
臨
時
議
会
で
、
東
郷
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
、
平
成

四
年
度
の
保
険
税
率
が
右
の
表
の
と
お
り
に
な
り
ま

し
た
、

　
こ
の
改
正
さ
れ
た
税
率
で
課
税
し
た
場
合
、
お
よ

そ
一
人
当
り
税
額
は
四
万
八
千
四
百
円
（
対
前
年
度

比
三
・
二
％
増
）
、
一
世
帯
当
り
の
税
額
は
十
二
万
七

百
円
（
同
一
・
二
％
減
）
と
な
り
ま
す
．
、
ち
な
み
に

被
保
険
者
数
は
三
千
四
人
、
世
帯
数
は
、
千
二
百
六

世
帯
で
す
．

〔国保税の計算例〕

たとえば
平成3年分の所得が…………150万円
ｽ成3年分の固定資産税額が・…40，000円

ﾆ族数（国保被保険者数）を・……・5人とした場合

（150万円一31万円）×5．44

所 得害ll c　　・・控・1・・＝64・736円

…　　　　　　　　34．00

資 産　　割　　　　40，000円×　　　　　　　　　　　　　　　　　＝13，600円　　　　　　　　　　　　　　100

均 等　　害1」　　　5人×22，314円＝111，570円

平 等　　害iP　　1世帯×20，842円二20，842円

計　　　　ヨ　　　　　　　　　　210，748円

1年間の保険税額は（100円未満切捨て）210，700円となり10回

ﾉ分けて納めていただきます。

保
険
税
は
国
保
の
大
黒
柱

　
国
民
健
康
保
険
は
「
相
互
扶
助
」

の
制
度
で
す
。
ど
ん
な
健
康
な
人
で

も
、
絶
対
に
病
気
や
け
が
を
し
な
い

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
医
療
費
が
高
額

に
な
っ
て
経
済
的
に
苦
境
に
立
た
さ

れ
な
い
よ
う
、
万
｝
に
備
え
て
み
ん

な
で
お
金
を
出
し
合
い
、
助
け
合
っ

て
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
守
っ
て

い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
み
な
さ
ん
の
納
め
た
保
険
税
は
、

国
の
補
助
金
と
と
も
に
国
保
の
財
源

と
な
り
、
み
な
さ
ん
が
病
気
や
け
が

を
し
た
と
き
の
医
療
費
、
ま
た
助
産

費
や
葬
祭
費
な
ど
の
給
付
の
費
用
に

あ
て
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
保
険

税
は
、
国
保
の
運
営
を
支
え
る
貴
重

な
財
源
な
の
で
す
．

　
わ
た
し
た
ち
の
家
を
一
歩
出
る
と
、

そ
こ
に
は
道
が
あ
り
ま
す
．
、
仕
事
に

行
っ
た
り
、
買
い
物
に
出
か
け
た
り
、

毎
日
通
る
と
こ
ろ
で
す
。
道
は
、
あ

っ
て
当
た
り
前
、
だ
か
ら

道
躇
に

　
　
や
さ
し
く

　
　
思
い
や
り
を
ノ

8月は「道路をまもる月間」8月10日は「道の日」

はくらしの中を走っています

書論薯！㌘脇彪一
サ

3
●
　
　
9
．
㌔

、

縷鋸
恥．．．，二F Dヨ≡…戸

∀
θ
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ﾓ
　
．
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’
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部
＝

　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
ア

、
一
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八
○
　
　
△

水
○
あ
一

壷
射
謬

♂
裟
吟

　
　
　
　
〔
型

奪
薫
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

〆
、

！

’
．
葱

　
　り

ち

水の日（8月1日）

水の週間（8月旧～7日差

鋒
らしに欠かせない大切な

1命の源”

して限りある貴重な資源

一　 ρ亀膚

曲

た

　
ど
こ
の
家
庭
で
も
蛇
口
を
ひ

ね
る
と
思
う
存
分
の
水
が
出
る
。

朝
夕
の
炊
事
の
水
、
風
呂
の
水
、

洗
濯
す
る
水
、
庭
に
ま
く
水
、

何
一
つ
不
自
由
を
感
じ
な
い
昨

今
で
す
．

　
夏
の
暑
い
夕
方
、
庭
先
の
草

花
が
日
中
の
陽
ざ
し
に
疲
れ
き

っ
て
い
る
時
、
水
を
か
け
て
や

る
と
た
ち
ま
ち
息
吹
き
か
え
し

た
あ
の
喜
び
の
顔
。

　
水
は
人
間
を
は
じ
め
地
球
全

体
の
た
め
に
恵
み
を
与
え
て
く

れ
て
い
る
の
で
す
。

　
川
の
水
は
奥
山
の
山
裾
か
ら
ち
ょ

ろ
ち
ょ
ろ
湧
き
出
た
水
が
、
あ
た
り

の
友
と
手
を
つ
な
ぎ
あ
い
小
谷
、
小

川
、
大
川
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
川
の
水
が
私
達
を
育
て
、
町
を
つ

く
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。
川
が
ど
れ

程
人
間
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
か
計

り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
あ
ま
り
に
恵
ま
れ
過
ぎ
て
そ

の
有
り
難
味
も
薄
れ
、
空
気
と
同
じ

感
覚
で
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。　

「
ホ
タ
ル
飛
び
か
う
川
辺
の
涼
し

さ
一
、
現
在
は
こ
の
よ
う
な
風
景
が
な

か
な
か
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
、

原
因
は
私
達
人
間
の
し
わ
ざ
で
す
。

ダ
ム
の
濁
流
、
家
庭
廃
水
の
汚
れ
、

昔
の
清
水
に
返
し
て
く
れ
と
、
ホ
タ

ル
や
魚
介
類
が
泣
き
さ
け
ん
で
い
ま

す
、
耳
川
本
流
を
は
じ
め
坪
谷
川
、

田
野
内
川
、
椎
谷
川
、
大
谷
川
な
ど

ど
の
川
も
住
民
の
暖
か
い
心
づ
か
い

を
待
ち
あ
ぐ
ん
で
い
ま
す
。

町
内
で
遂
に

人
身
事
故
発
生

　
六
月
十
七
日
、
坪
谷
で
町
外
の
人

が
電
柱
に
追
突
し
重
傷
を
負
う
交
通

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

一
’
月

一
．
．
’

一、

れ
に
し
て
も
町
内
外
を
問
わ
ず
安
全

運
転
を
お
願
い
し
ま
す
．
．

　
五
月
三
十
一
日
、
北
川
町
で
二
十

】
歳
の
若
者
が
下
り
坂
左
カ
ー
ブ
で

時
速
八
L
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ス
ピ
ー

ド
で
前
車
を
追
越
そ
う
と
し
た
と
こ

ろ
対
向
車
と
正
面
衝
突
し
死
亡
し
ま

し
た
。

　
六
月
末
現
在
、
県
内
で
五
十
二
人

が
死
亡
し
、
増
加
率
は
依
然
と
し
て

全
国
一
の
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
推
移
し
て

い
ま
す
、
．
警
察
署
も
増
加
傾
向
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
緊
急
取
締
り
を

県
下
】
斉
各
地
で
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
人
身
事
故
は
こ
の
四
件
で
ス
ト
ッ

プ
し
ま
し
よ
う
．

交
通
事
故
の
発
生
状
況

　
　
　
　
　
　
（
六
月
末
累
計
一

／
r　

〆i
．
／
．
件
数

日
向
市
　
囲

門
川
町
囚

東
郷
町
　
4

南
郷
村
．
．
2
．
．

西
郷
村
　
1

ね
欄
杜
　
2

諸
塚
村
　
－

椎
葉
村
壱
．

　
計
　
　
励

死
者

21
1
印
1

．
．
ρ

O
－
2
0

014

一『一

鼾ﾅ
193： 1　1 2　1E1

＿4一＿一F一＿一＿一一＿

5i221・0．響1

1101：3627…18．241269…16・…魏

安全運転で夏を楽しく！

　
五
ヶ
月
間
続
い
た
「
人
身
事
故
O
」

の
記
録
は
こ
の
事
故
を
は
じ
め
、
外

三
件
が
発
生
し
て
遂
に
破
れ
ま
し
た
．
．

　
事
故
統
計
の
取
扱
い
は
、
事
故
者

の
出
身
市
町
村
で
な
く
、
事
故
発
生

地
の
市
町
村
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
池
ち
う
ん
事
故
者
の
出
身

地
別
の
統
計
も
あ
り
ま
す
が
、
い
ず

　
　
全
国
五
、
三
五
七
人

死
者

　
　
県
内
　
　
　
五
二
人

表
紙
へ
牧
水
⑦
一
た
、
の
解
説

　
こ
の
歌
は
大
正
六
年
（
三
十
二
歳
）

の
夏
に
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
頃
、
牧
水
の
家
族
は
東
京
の

巣
鴨
に
住
ん
で
い
た
。
こ
の
歌
に
は

「
七
月
な
か
ば
」
と
小
羊
を
付
け
て

い
る
が
、
お
そ
ら
く
借
家
に
少
し
の

畑
が
あ
り
、
何
か
野
菜
を
作
ろ
う
か

と
思
い
、
種
子
も
の
店
に
行
き
、
店

の
人
に
聞
い
た
ら
、
　
「
二
十
日
大
根

が
い
い
で
し
ょ
う
」
と
教
え
て
く
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
こ
の
歌
の
次
に
牧
水
は
、

「
二
十
B
大
根
」
と
小
題
を
付
け
て

次
の
二
首
を
詠
ん
で
い
る
。

　
渡
邊
邦
彦

二
尺
つ
つ
毎
に
鋤
き
た
る
土
の
う

へ
に
は
ら
は
ら
蒔
け
る
も
の
の
種

か
も

　
　
　
　
み
　
　
か

蒔
き
て
ま
だ
三
日
も
た
た
ぬ
に
黒

土
に
は
つ
は
つ
萌
え
ぬ
二
十
日
大

根
は

　
な
お
、
牧
水
は
「
私
は
身
心
と
も

妙
に
季
節
の
変
移
か
ら
曰
く
る
影
響

が
強
い
。
中
で
も
夏
は
好
み
に
於
て

最
も
親
し
い
季
節
で
、
そ
し
て
最
も

身
体
の
弱
っ
て
み
る
時
で
あ
る
」
と

も
言
っ
て
い
る
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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牧
ホ
祭
短
歌
募
混

晶
一
・

醗
α

響
細

　
　
あ
㌦
・

．
星
た
“

旧
い
轟
む

　
宮
崎
県
が
生
ん
だ
旅
の
歌
人
若
山

牧
水
を
顕
彰
す
る
た
め
広
く
県
内
か

ら
矩
歌
を
募
集
し
ま
す

。
題
材

　
自
由
．
．
た
だ
し
未
発
表
の
も
の

　
で
一
人
三
首
以
内

○
応
募
部
門

　
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
・

　
大
学
一
般
の
四
部
門

。
応
募
方
法

　
官
製
ハ
ガ
キ
に
よ
り
、
住
所
・

　
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
（
ふ
り

　
が
な
）
を
記
入
．
、
た
だ
し
、
　
一

　
般
の
部
は
、
年
齢
・
電
話
番
号

　
を
記
入
．
．

　
矩
歌
は
楷
書
で
正
確
に
記
入
．
．

○
締
切

　
平
成
四
年
八
月
十
日
〔
月
）
必
着

○
あ
て
先

　
〒
・
へ
八
三
　
［
二
　
東
郷
町
大

　
字
山
陰
丙
一
三
二
五
番
地

　
　
「
東
郷
町
教
育
委
員
会
内
牧
水

　
祭
短
歌
募
集
係
」

o
表
彰

　
・
各
部
門
ご
と
に
天
（
一
点
）
・
地

　
（
二
占
…
）
・
人
（
一
二
占
…
）
・
仕
比
作
　
（

　
五
点
）

　
・
表
彰
式
は
9
月
1
7
日
牧
水
祭
会

　
場
で
行
な
う
．

o
問
い
合
わ
せ
先

　
東
郷
町
教
育
青
貝
会

　
　
　
　
　
　
倉
六
九
L
．
八
瓦
ま
で

文
芸
誌

　
「
山
ざ
く
ら
」
へ
投
稿

　
を
お
願
い
し
ま
す

　　　　夢・

　　　い　残　今
　／・偽論．。．
　N　　　究

3　　禦

3　馳零
　　　　辱も膨

憾くら d略3

濫＼

東
郷
農
芸
の
会
が
、

「
山
ざ
く
ら
」
を
発
刊
し
始
め

て
三
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
で
は
こ
の
本
を
読
む
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
人
も
多
く
な
り
ま
し

た
が
、
ま
だ
「
般
に
知
ら
れ
て
い
な

い
の
で
、
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
「
山
ざ
く
ら
」
は
毎
年
五
月
一
日
、

八
月
一
日
、
十
二
月
㎜
日
の
三
回
発

行
し
て
い
ま
す
。

　
販
売
は
町
教
育
委
員
会
を
は
じ
め

牧
水
庵
、
J
A
東
郷
支
店
、
野
瀬
の

新
名
商
店
、
矢
野
商
店
、
小
野
田
の

森
商
店
、
鶴
野
内
の
岩
見
商
店
、
羽

坂
の
藤
井
商
店
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
要
望
が
あ

れ
ば
更
に
増
し
て
便
宜
を
は
か
る
つ

も
り
で
す
．

　
こ
の
「
山
ざ
く
ら
」
は
町
民
み
ん

な
の
文
芸
誌
で
す
か
ら
思
い
出
話
し
、

お
も
し
ろ
い
話
、
短
歌
・
俳
句
な
ど

皆
さ
ん
こ
ぞ
っ
て
投
稿
し
て
く
だ
さ

い
、

　
原
稿
は
二
月
卜
五
日
、
六
月
十
五

日
、
L
月
十
五
日
を
締
切
り
日
と
し

て
年
三
回
町
教
育
委
員
会
に
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
東
郷
文
芸
の
会

　
　
　
　
　
　
　
交
芸
誌

　　　　　　　　一「．　　“一「．　　　　　　　［’「　．’　　　　　r1’一　〒ρ一」　　　　’一　　」．’一　　“「「1　’一　「一　　r國印－．’一一

鋤
勃
②
㊨
轡

日
吉
だ
ん
ご

　　

@
有
限
会
社

東
郷
町
大
字
山
陰
丁
一
七
一
五
番

地　
　
智
⑱
2
5
9
4

　
代
表
取
締
役
社
長

　
　
　
　
　
　
日
吉
広
美

一
〇
設
立
年
月
日
は
？
・

　
昭
和
四
十
七
年
八
月
一
日

○
現
在
の
従
業
員
数
は
？

　
十
六
名
（
男
四
名
・
女
十

　
二
名
）
で
す
、

’
o
会
社
で
製
造
し
て
い
る
品

　
は
？
・

　
だ
ん
ご
・
餅
・
赤
飯
・
せ

　
ん
べ
い

O
会
社
の
特
徴
は
？
・

　
今
か
ら
も
一
切
防
腐
剤

　
は
使
用
せ
ず
、
無
添
加
の

商
品
を
作
り
ま
す
。
町
内

　
で
取
れ
る
兵
平
衛
酢
な
ど

も
取
り
入
れ
た
商
品
も
作

⑭

り
、
ど
し
ど
し
販
売
し
た
い
と
思
～

い
ま
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f

O
そ
の
他
お
も
し
ろ
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
｝

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
・

　
我
社
で
今
一
番
…
人
気
の
高
い
商
「

品
、
「
い
き
な
り
だ
ん
ご
一
の
い
わ
「

れ
…
…
・
こ
れ
は
、
か
ら
い
も
を
窪

き
な
り
ひ
っ
つ
け
た
の
で
「
い
き
｝

な
り
だ
ん
ご
」
と
言
う
よ
う
に
な
ド

り
ま
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
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すげえ一

女子青年団みこと優勝！1レ

　6月21日、東臼杵郡青年団協議会のバレーボール

大会が北方町で開催されました，本町からも男女各

1チームが参加し、女子が決勝で北方町をやぶり念

願の優勝旗を手にしました、また男子は、優勝した

諸塚村を相手にフルセッにもちこむすばらしい試合

を展開しましたが惜しくも決勝進出はなりませんで

した。

＜
う
ま
い
と

　
　
　
お
ぼ
え
た
ね
つ
・
！

　
　
　
移
動
消
防
学
校
開
校

　
6
月
2
6
日
、
南
郷
村
で
、
東
郷
町
・

南
郷
村
の
消
防
団
合
同
の
移
動
消
防

学
校
が
開
か
れ
、
本
町
よ
り
8
1
名
の

消
防
団
員
が
参
加
し
、
ポ
ン
プ
操
法
と
通

常
点
検
の
要
領
に
つ
い
て
県
の
消
防
学
校

教
官
か
ら
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

やった！ぼくらのプール

　　　　　　　　ついに完成〃レ

　　越表小学校プール竣工式
　待ちに待ったプールが完成し、6月29日竣工

式が行なわれました．

　当日はあいにく朝から雨が降り、せっかくの　　◆

初泳ぎも持ち越され、雨の降りしきる中、式典ミ、

のみが行なわれました。

　ちょっと残念でしたネ／

零蒙｝『騨》
蝉＿のノー

　　　　　の
一一．
Q。　，嘱ゑ

P：64 凝国
辱聡勘
磁　5　雪

　図L㌣
　　　ρ
述残

’

難1薫認．

＜お願いごとかなうといいね…★

　7月3日、老人ホームー鈴峰園」では、鶴野内保育園と坪

谷保育園の園児28名が訪問し、おじいちゃん、おばあちゃん

といっしょに七夕かざりを作ろうと、それぞれがお願いごと

を書いた矢1冊などをつるして、きれいにかざりつけをしまし

た。

　作り終えた後は、ステージの上で歌と合奏を披露しました、

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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仲
瀬
神
社
と

野
々
崎
丹
後

　
今
か
ら
四
百
年
ほ
ど
昔
、
富
高
の

日
知
屋
で
は
村
人
が
釜
で
海
水
を
た

い
て
塩
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
塩
は
山
陰
、
坪
谷
、
田
代
、

神
門
、
塩
見
、
富
江
、
岩
脇
の
村
人

11

s
冗
ら
れ
、
皆
こ
れ
を
重
宝
が
っ
て

生
活
し
て
い
ま
し
た
．
一

　
そ
ん
な
あ
る
日
、
突
然
釜
の
塩
水

が
結
晶
し
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

　
こ
れ
に
は
、
塩
を
売
っ
て
生
計
を

た
て
る
者
、
塩
を
買
っ
て
生
活
す
る

者
全
て
が
困
り
は
て
、
村
人
は
こ
れ

は
神
の
た
た
り
で
あ
ろ
う
と
言
い
始

め
、
そ
し
て
村
人
は
こ
の
災
を
鎮
め

よ
う
と
多
く
の
修
験
者
に
祈
と
う
を

お
願
い
し
た
の
で
す
．
．
し
か
し
、
　
一

向
に
よ
く
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
時
、
山
毛
の
野
々
崎
に
丹

後
と
言
う
偉
い
神
主
さ
ん
が
居
る
こ

と
を
知
り
、
そ
の
丹
後
を
迎
え
て
祈

と
う
を
し
て
も
ら
っ
た
の
で
す
．
、
す

る
と
ま
た
た
く
間
に
塩
が
闘
っ
た
の

で
す
．
．
村
人
は
こ
れ
に
は
驚
き
小
踊

り
し
て
喜
び
ま
し
た
。
そ
し
て
丹
後

に
多
く
の
金
品
を
お
礼
に
差
し
上
げ

ま
し
た
．
、

　
さ
て
、
前
に
祈
と
う
に
失
敗
し
た

修
験
者
達
は
丹
後
を
ね
た
み
、
殺
害

し
よ
う
と
計
画
し
ま
し
た
。
こ
の
計

画
を
聞
い
た
丹
後
は
、
急
い
で
塩
見

小
野
田
を
通
り
野
々
崎
に
帰
り
老
婆

の
茶
屋
に
入
り
、
ど
こ
か
早
く
隠
し

て
く
れ
と
頼
ん
だ
が
、
老
婆
も
大
変

困
り
は
て
、
あ

ち
こ
ち
探
し
た
　
一
・
、
、
黛

あ
げ
く
大
き
い

木
の
ほ
ら
穴
に

隠
れ
る
よ
う
す

す
め
て
そ
こ
に

隠
れ
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
丹
後
の
後
を

追
っ
て
来
た
修

験
者
達
は
老
婆
船
識
轟

に
対
し
て
激
し

く
追
及
し
た
が
、

た
。
鶏
は
主
人
の
危
急
を
知
る
や
知

ら
ず
や
、
暁
の
時
の
声
を
大
き
く
告

げ
た
の
で
す
、
悪
党
修
験
者
達
は
機

を
失
せ
ず
、
丹
後
を
捕
え
殺
害
し
た

の
で
す
。

　
野
々
崎
の
村
人
達
の
驚
き
と
悲
し

み
は
と
て
も
大
き
か
っ
た
。
丹
後
の

怨
霊
を
慰
め
、

．
憾
轟
轟
譜

野

　
　
　
　
　
　
老
婆
は
知
ら
ぬ
存

ぜ
ぬ
と
強
く
突
っ
ぱ
ね
た
の
で
す
。

そ
う
す
る
う
ち
に
夜
も
更
け
、
そ
し

て
ま
さ
に
夜
も
明
け
ん
と
す
る
頃
に

な
る
と
修
験
者
達
は
あ
き
ら
め
て
帰

る
用
意
を
は
じ
め
ま
し
た
、

　
丹
後
は
よ
い
ほ
ら
穴
だ
と
安
心
し

て
隠
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
丹
後
は

以
前
か
ら
鶏
を
愛
育
し
て
い
て
、
ど

ん
な
に
身
に
危
険
な
こ
と
が
迫
っ
て

も
決
し
て
鶏
を
放
さ
な
か
っ
た
と
い

う
の
で
し
た
。
こ
の
時
も
鶏
を
抱
い

て
ほ
ら
穴
に
入
っ
て
い
た
の
で
す
。

ま
さ
に
こ
の
時
、
夜
明
け
の
時
で
し

「
▲野々崎にある仲瀬神社

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

か
つ
生
前
の
徳
を
彰

し
、
そ
の
徳
に
報
い

ん
と
天
正
十
四
年
（

四
C
C
年
前
）
七
月

　
　
お
お
な
む
ち
ノ
み
ニ
レ
　

七
日
大
旨
貴
命
と
合

祀
し
元
宮
大
明
神
と

崇
め
奉
い
て
、
明
治

四
年
仲
瀬
神
社
と
称

し
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
．
．
今
も
野
々
崎

の
家
で
は
鶏
は
飼
わ

な
い
、
飼
っ
て
も
お

ん
鶏
は
飼
わ
な
｝
い
と

い
う
伝
え
事
が
あ
り
ま
す
．
．

　
東
郷
町
文
化
協
会
長
　
都
甲
鶴
男

　
　
ロ
ノ

農
に
生
れ
衣
料
に
夢
か
け
努
力
せ
し

　
夢
を
果
た
し
て
豊
か
な
余
生

　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
キ
ミ
エ

バ
ラ
の
花
石
垣
に
そ
い
咲
き
盛
り

　
あ
か
り
灯
れ
ば
浮
き
顕
ち
て
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
イ
セ

音
楽
は
心
優
し
く
な
る
も
の
よ

　
大
正
甕
，
に
童
謡
を
弾
く

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
久
子

緑
濃
き
木
立
1
1
一
鎮
も
る
平
和
の
塔

　
奉
仕
し
拓
き
て
五
十
年
経
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
　
滉

山
霞
み
か
す
か
に
勾
ふ
つ
ゆ
空
に

　
　
　
　
　
で
　
ド
ァ
ヘ
ァ
ド
　

　
う
す
紫
の
栴
檀
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
国
作

㊨
マ
ノ

朝
露
に
す
ず
な
る
碗
豆
も
ぎ
た
て
を

　
そ
の
ま
ま
送
る
剥
く
様
顕
ち
て

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

つ
つ
じ
咲
く
西
城
公
園
の
夕
ま
ぐ
れ

　
見
下
す
邑
の
灯
淡
し

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
秀

　
と
レ
ご
　
ゴ

良
き
兆
あ
ら
む
か
庭
木
に
ほ
と
と
ぎ
す

　
一
声
高
く
空
翔
け
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

悲
し
み
の
人
の
心
に
し
み
い
り
て

　
惜
別
さ
そ
う
御
詠
歌
な
が
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

追
ひ
か
け
て
追
ひ
か
け
て
な
ほ
行
き

　
着
か
ぬ
一
生
の
終
る
や
う
な
気
の
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
録
司

咲
き
満
ち
し
薔
薇
の
花
房
や
は
ら
か
き

　
明
か
り
灯
せ
ば
浮
き
出
で
て
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

暑
き
夏
日
陰
の
欲
し
と
牧
水
の
像
に

　
思
へ
り
親
し
み
湧
き
で

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

表
紙
（
写
真
）
の
紹
介

　
雨
・
雨
・
雨
…
、
雨
の
日
が
つ
づ

い
た
七
月
上
旬
．
．

　
久
し
ぶ
り
に
朝
太
陽
が
顔
を
の
ぞ

か
せ
た
七
月
六
日
、
東
郷
町
文
化
協

会
一
草
花
会
　
　
〔
那
須
淺
之
会
長
以

ド
一
名
）
の
会
員
四
名
が
、
こ
の
時

と
ば
か
り
に
サ
ル
ビ
ア
の
苗
の
植
え

着
　
け
キ
芦
仔
な
い
ま
一
“
た

　
サ
ル
ビ
ア
は
多
年
生
植
物
で
、
花

の
寿
命
も
長
く
、
こ
の
日
定
植
し
た

サ
ル
ビ
ア
は
8
月
か
ら
晩
秋
ま
で
観

賞
で
き
る
と
の
こ
と
で
す
．
一

　
な
お
、
一
草
花
会
一
で
は
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
．
一
現
在
単
名
の
メ

ン
バ
ー
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、

町
内
を
尊
い
〆
．
ぱ
い
に
す
る
に
は
人

手
不
足
と
の
こ
と
．
．

　
「
草
花
を
愛
す
る
人
、
草
花
を
育
て

て
み
た
い
人
、
仲
早
伸
化
と
輩
…
り
八
ロ
っ
て

日
覆
訂
諺
冷
羅
墨

．
願
、
い
．
．

　
ま
た
、
一
草
花
の
苗
や
種
の
ほ
し
い

方
は
お
分
け
し
ま
す
、
遠
慮
な
く
申

し
出
て
く
だ
さ
い
．
一
一
と
の
こ
と
で
す
．
、

　
「
草
花
会
」
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
ば
、
町
教
育
委
員
会
生
涯
教
育
係

ま
た
は
直
接
会
員
ま
で
ど
う
ぞ
．
、

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉

、
つご、

つ
と報町〔7｝平成4年8月号

・㏄

ﾊ
乱
調
呉

⑫
ぎ
っ
く
り
腰

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

東
郷
町
立
病
院

　
外
科
山
田
強
　
一

ゑ

　
腰
痛
の
中
で
も
、
一
般
に
“
ぎ
つ

く
り
腰
”
と
言
わ
れ
て
い
る
急
性
の

腰
痛
症
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
．
．

　
実
は
、
こ
の
“
ぎ
つ
く
り
腰
”
と

い
う
言
葉
、
医
学
用
語
で
は
な
い
の

で
す
が
、
急
激
に
起
こ
る
腰
部
の
強

い
痛
み
に
対
す
る
総
称
と
し
て
昔
か

ら
よ
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
地
方
に

よ
っ
て
は
“
ぎ
つ
く
ら
腰
’
と
か
、

．
か
’
．
く
ら
腰
”
な
ど
と
も
呼
ば
れ

て
い
る
病
気
の
名
称
で
あ
り
ま
す
．
．

　
さ
て
、
こ
の
“
ぎ
つ
く
り
腰
’
、
ど

う
し
て
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
人
に
は
腰
の
骨
が
全
部
で
五
つ
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
筋
肉
や
腱
、
靱
帯

や
関
節
包
と
呼
ば
れ
る
袋
に
よ
り
連

結
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
周
り
に
は

多
数
の
神
経
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
お

り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
（
例
え
ば
、
床

に
落
ち
た
物
を
拾
う
時
、
．
士
供
を
抱

き
か
か
え
る
時
、
腰
を
ひ
ね
る
な
ど

の
）
刺
激
で
神
経
を
興
奮
さ
せ
、
腰

に
激
痛
を
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
腰
の
捻
挫
と
ほ
ぼ
同
じ
状
態
で

す
。　

痛
み
を
生
じ
た
時
の
治
療
法
は
、

ま
す
第
】
に
安
静
に
す
る
事
で
、
そ

の
た
め
に
は
、
で
き
れ
ば
横
向
き
に

寝
る
こ
と
が
必
要
で
す
．
．
ほ
と
ん
ど

は
、
数
日
間
の
安
静
に
て
症
状
は
軽

く
な
り
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
痛
み

が
と
れ
な
い
方
や
、
し
び
れ
の
強
い

方
、
お
し
っ
こ
の
出
が
悪
く
な
っ
た

方
は
、
他
の
病
気
が
隠
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
　
一
度
来
院
し

て
診
察
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
．
、

　
さ
て
、
“
ぎ
つ
く
り
腰
”
は
何
気
な

い
日
常
生
活
動
作
の
中
で
急
激
に
起

こ
る
た
め
、
常
日
頃
自
分
な
り
に
腰

に
負
担
を
か
け
る
無
理
な
姿
勢
を
と

ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
．
．

　
こ
こ
で
い
く
つ
か
の
注
意
点
を
挙

げ
て
お
き
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
み

て
く
だ
さ
い
．
．

O
就
寝
時
は
、
敷
ぶ
と
ん
は
堅
め
の

　
も
の
を
。

o
椅
子
に
座
る
時
は
、
膝
が
股
よ
り

　
高
く
な
る
よ
う
に
。
膝
を
組
む
の

　
も
よ
い
．
．

O
立
ち
上
が
る
時
は
、
手
で
支
え
る

　
な
ど
し
て
背
中
を
伸
ば
し
た
ま
ま

糟xO

1虜

　
立
ち
上
が
る
。

O
立
っ
て
い
る
時
は
、
両
足
を
揃
え

　
な
い
で
片
足
を
踏
台
な
ど
に
乗
せ

　
る
の
が
良
い
。
中
腰
姿
勢
を
続
け

　
な
い
．
、

O
物
を
持
ち
上
げ
る
時
は
、
背
中
を

　
伸
ば
し
た
ま
ま
抱
く
よ
う
に
、
股
、

　
膝
を
曲
げ
て
持
ち
上
げ
る
。

O
仕
事
中
は
、
無
理
な
姿
勢
を
長
く

　
続
け
な
い
で
時
々
休
憩
す
る
。

：歯科医師だより◎医科．
歯

δD

一　　　　、「

ワ
　
。

鰹

ρ
グ

　
今
月
は
、
歯
の
生
え

糟
麓
首
夏
赫

ま
舞
製
鐙

・蝋

ﾄ
絵
軽
賢

◎困］［iヨP◎［肘『

足堅申ばしたままの
腹筋運動は腰痛の原因

唖万A
び「

’

　　　　　　O　　　両手を後頭部で蹴
　　　　腕を，、りおろす

礎’

{鯉．
w
β

●

即〃臣
民硫

　腰痛を起こす人は、腹筋
のカが弱いことがあります。

そのため、腹筋をつけよう

と腹筋運動を自己流でやる

と、かえって腰痛を悪くす
ることもあるので、要注意．ノ

　実際、中・高校の運動部の

生徒達が腹筋運動で腰痛を
起こすことはよくあります＝

こういう人たちは、必ず、足

首を他人に押さえてもらっ
て上体を起こす一という方

法で腹筋連動をやっていま
す。

　この動作は、一部は確か
に腹筋の運動ですが、大部
分は股関節を曲げ腰を反り

返す運動で．、腰痛を起こす

原因になるものです
　腹筋を強くしょうと思っ

たら、あお向けに寝て、ピ
ザを．立て、足首を他人に押

さえてもらわずに上体起こ
しをしましよう、

舌
で
捕
ら
え
、
ミ
ル
ク
を
吸
飲
し
ま

す
．
、
こ
れ
は
生
き
る
た
め
の
本
能
的

な
働
き
で
、
将
来
、
本
格
的
に
食
物

を
か
む
た
め
の
前
準
備
的
訓
練
を
行

っ
て
い
る
の
で
す
。

　
五
ヶ
月
位
に
な
る
と
離
乳
食
が
始

ま
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
口
の
働

き
の
発
達
に
応
じ
て
内
容
を
変
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
早
く

か
ら
固
い
も
の
を
与
え
た
り
、
逆
に
、

い
つ
ま
で
も
軟
ら
か
い
も
の
を
与
え

て
い
る
と
、
か
む
能
力
が
身
に
つ
か

ず
、
早
飲
み
込
み
の
原
因
に
な
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

と
が
あ
り
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
二

　
か
む
た
め
に
は
歯
、
舌
、
関
節
、
こ
　

れ
ら
を
動
か
す
筋
肉
が
リ
ズ
ミ
カ
ル
…
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
動
く
必
要
が
あ
り
、
｝
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

そ
の
も
と
に
な
る
練
習
を
し
て
い
る
｝
心

の
が
新
生
児
期
で
す
。
こ
の
時
期
に
　

い
ろ
い
ろ
な
食
品
の
味
や
固
さ
を
堂
…

え
さ
せ
、
口
の
中
の
感
覚
を
鍛
え
て
お
　

く
こ
と
が
大
切
で
す
・
ま
た
、
生
後
六
　

・
月
頃
か
ら
下
の
前
歯
が
・
八
～
七
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

ヶ
月
頃
か
ら
上
の
前
歯
が
生
え
て
き
「

ま
す
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
歯
磨
き
の
練
…
｝

習
を
さ
せ
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
　
　

　
ド
ー
．
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
セ
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つ
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團
回

回
‘
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圃
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O
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o〕・

日
赤
救
急
法
講
習
会

　
　
　
を
開
講
し
ま
す

　
家
庭
等
に
お
け
る
基
本
的
な
救
急

法
・
子
ど
も
の
け
が
等
に
対
す
る
救

急
法
の
講
習
会
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す

　
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
．
．

▽
日
時
　
8
月
1
7
日
坤

　
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館
2
階
会
議
室

▽
講
師
　
日
赤
宮
崎
県
支
部
救
護
係

　
※
詳
し
く
は
町
福
祉
生
活
課
ま
で

　
　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

羽
坂
不
燃
物
投
棄
場

　
の
開
放
に
つ
い
て

　
8
月
は
次
の
日
程
で
開
放
い
た
し

ま
す
　
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い

・
8
月
9
目
仰

●
8
月
h
日
弓

・
8
月
1
6
日
田

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
8
時
半
～

　
午
後
5
時
ま
で
で
す
、

町
営
住
宅

　
入
居
者
募
集
〃

　
町
で
は
、
町
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

o
山
陰
団
地

　
・
募
集
戸
数
　
三
戸

　
。
家
賃
　
瓦
、
七
こ
こ
円

。
鶴
野
内
団
地

　
・
募
集
戸
数
　
五
戸

　
・
家
賃
　
二
四
、
こ
・
こ
こ
円

　
入
居
に
は
一
定
の
基
準
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
町
建
設

課
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

宮
崎
県
産
業
開
発

　
青
年
隊
隊
員
募
集

▽
募
集
課
程
（
人
員
）

　
Φ
施
「
管
理
課
程
〔
男
女
8
1
名
）

　
②
由
寸
攻
課
程
　
　
〔
男
女
2
9
名
）

▽
募
集
期
間

　
平
成
4
年
9
月
1
日
～
9
月
3
0
日

半
試
験
日

　
平
成
4
年
m
月
1
5
日

▽
問
い
合
せ
先

　
宮
崎
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

　
豊
0
9
8
5
＄
1
5
1
5

　
ま
た
は
、
社
団
法
人
宮
崎
県
産
業

　
開
発
青
年
協
会

　
含
0
9
8
5
ホ
3
8
8
9

行
政
相
談

▽
日
時
　
8
月
1
8
日
㈹
9
時
一
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
2
階
会
議
室

心
配
ご
と
相
談

▽
日
時
　
8
月
1
8
日
帰
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

～
あ
の
人
は

ρ
ノ
今
ど
こ
に
～

　
警
察
で
は
、
．
八
月
を
「
身
元
確
認

強
調
月
間
一
と
定
め
、
「
行
方
不
明

者
を
捜
す
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
．
．

　
詳
し
い
日
程
等
は
最
寄
り
の
警
察

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
一
．

県
立
病
院
等
の

　
　
休
診
の
お
知
ら
せ

　
週
休
二
日
制
の
試
行
に
伴
い
、
県

立
病
院
（
宮
崎
・
日
南
・
延
岡
）
及

び
県
立
富
養
園
の
土
曜
日
の
診
療
を

一
部
休
診
い
た
し
ま
す
．

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
，

一、

@
一
部
休
診
と
な
る
日

　
平
成
四
年
七
月
卜
一
日
ω
以
降
の

　
毎
週
土
曜
日

一一

A
土
曜
日
開
い
て
い
る
診
療
所

　
　
（
次
の
診
療
科
以
外
は
休
診
）

　
・
県
立
宮
崎
病
院
　
内
科
・
外
科

　
　
産
婦
人
科
・
整
形
外
科
・
小
児
科

　
・
県
立
日
南
病
院
　
内
科
・
外
科

　
・
県
立
延
岡
病
院
　
内
科
・
外
科
・

　
　
整
形
外
科

　
・
県
立
富
国
園
　
休
診

　
な
お
、
急
患
の
対
応
及
び
人
工
透

析
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
で
す
．
．

　
今
月
の
納
税

町
県
民
税
二
期

国
民
健
康
保
険
税
四
期

　
納
期
は
八
月
三
十
一
日

善
急

・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
田
野
の
黒
田
浜
子
さ
ん
か
ら

　
（
正
道
さ
ん
・
7
3
歳
ご
逝
去
）

◎
坪
谷
の
高
橋
史
子
さ
ん
か
ら

　
（
治
太
郎
さ
ん
・
9
2
歳
ご
逝
去
）

◎
羽
坂
の
福
岡
修
さ
ん
か
ら

　
〔
千
代
f
さ
ん
・
7
8
歳
ご
逝
去
）

◎
八
重
原
の
高
山
博
さ
ん
か
ら

　
（
ヤ
ス
さ
ん
・
8
8
歳
ご
逝
去
）

◎
迫
野
内
の
永
田
浩
徳
さ
ん
か
ら

　
（
重
喜
さ
ん
・
9
1
歳
ご
逝
去
〕

■
般
寄
付

　
日
向
の
ヒ
っ
［
ー
マ
ン
ネ
ワ
ト
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
様
よ
り
、
水
沢
明
美
チ

ャ
り
テ
・
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
収
益
の
一

部
を
社
会
福
祉
の
為
に
と
、
ま
た
鶴

野
内
の
寺
原
ウ
メ
ノ
さ
ん
か
ら
、
快

気
祝
と
し
て
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

へ
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．
．

（
六
月
届
出
分
）

出
生
お
め
脇
、
と
、
つ

岩　黒　那．赤

田田須灘
1

禎　真　　　．ん
．の

子　奈　啓1名
1

政　順　達　父
の

詞　一　允．名

福　小　小．住
野　野：

瀬　田　田』所

結
婚
お
幸
せ
に

氏　藤川

　
　
　
二

野
博
之

岡
あ
さ
子

（柵　阿小

万引
公

美功屯
貝

末
子

住
所

与
迫

諸
塚
村

小
野
田

小
野
田

坪小
　野
谷田

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

石　高　福　永　高　黒　　　　　　氏田　山　岡　田　僑　田

辰や言重正正洛
雄　ス　子　喜　郎　道5

688878919273年

歳　歳　歳　歳　歳　歳　齢

越　八　羽　迫　坪　田　住
重　　　野

山　原　坂　内　谷　野　所
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